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 本研究で対象としたナフタレン分解プラスミド NAH7 は自己伝達能を持ち、γ-プロテオバクテ
リアを宿主とする広宿主域性プラスミドである。本分野の先行研究により、NAH７の接合開始点 
(oriT ) 近傍に存在し、自己伝達性プラスミドに広く保存されている機能未知 traDEF オペロンは、
接合伝達効率に大きく寄与していることが示唆されている。特に、traF を破壊した NAH7 誘導体
(NAH7dF)の接合伝達効率は、供与菌と受容菌との組み合わせに強く依存しており、同属間の伝達
と Pseudomonas 属細菌から大腸菌への伝達は可能である一方で、大腸菌から Pseudomonas 属細菌
への伝達は不可能であった。このことから、接合伝達を抑制する受容菌（Pseudomonas 属細菌）因
子が存在していることが考えられたため、P. putida KT2440 株のトランスポゾン変異株ライブラ
リーを受容菌とし、大腸菌から NAH7dF を接合伝達で受容可能になる変異株を探索した結果、数種
の変異体株候補が得られていた。そこで、これら既得変異株候補について、NAH7dF の伝達に与え
る影響をさらに解析した結果、KT2440 株の ptsO、ptsP に変異が存在すると大腸菌から NAH7dF を
接合伝達で受容可能であることが判明した。大腸菌からの NAH7dF の伝達頻度は、野生型 KT2440
株を受容菌とした場合は検出限界以下であったのに対して、ptsO 破壊株では、約 10-4、ptsP 破壊
株では約 10-6であった。さらに、より伝達頻度の高かった ptsO 破壊株についてその相補株を作製





 本研究により受容菌因子として同定された PtsO は、糖の取り込みに関与せず、窒素源の取り込
みに関与するとされている PTSNtr（Nitrogen related Phosphotransferase System）のリン酸基キ
ャリアータンパクである。PtsO は、PtsP からリン酸基を受け取り、さらに PtsN へとリン酸基を
転移する。ptsO だけでなく、ptsP 破壊株についても NAH7dF の伝達が確認されたことから、この
PTSNtrが接合伝達の制御に関与していると考えられた。そこで、ptsN 破壊株を作製し、これを受容
菌として、大腸菌からの NAH7dF の接合伝達を計測したところ、約 10-5の伝達頻度が検出された。




が大きかった PtsO と、従来からリン酸化による制御を担うことが報告されている PtsN について、
それらのリン酸化部位に点変異を導入して接合伝達への影響を検討した。その結果、疑似リン酸
化状態や非リン酸化状態ではなく、野生型の PtsO もしくは PtsN が接合伝達の制御に重要である
こと、つまり PtsO や PtsN を介したリン酸基の転移が接合伝達の制御に寄与することが示された。
また、ptsN変異株に関しては、野生型 ptsNの相補によって接合伝達に関する表現型の回復は見ら





本研究では、NAH7 の PtraD (oriT 近傍に存在し、効率的な接合伝達に必要であると示唆されてい
る遺伝子群 traDEF のプロモーター)、Pdtr (接合伝達において中心的役割を担う relaxase や












































受容菌として Pseudomonas putida をプラスミドとして NAH7 を研究対象とし、(1)では、NAH7
誘導体の接合伝達阻害受容菌因子として PtsO を同定した。(2)では、PtsO が構成因子となっている
Pts
Ntr の接合伝達阻害への関与を明示し、その際、PtsNtr 構成各因子のリン酸化状態自身ではなく、
各因子から未知因子へのリン酸基転移が阻害に重要なことを示した。様々な細菌種での多彩な生
物現象の制御に PtsNtrが関与するが、接合伝達への PtsNtrの関与を新たに提示したことは非常に重要
な知見である。さらにこれら研究過程で、接合伝達による受容菌死という新しい現象を発見し、
その機構の解析や受容菌死が起こる条件も解析した。これまでに全く報告がなかった本現象は、
今までとは異なる視点から接合伝達を解明する上での研究の足がかりになる発見である。(3)では、
接合伝達関連遺伝子群発現を単一細胞レベルと捉えようとする新実験系に挑戦し、接合伝達には
関連遺伝子群の著しい発現上昇が不要なことを示した。接合伝達関連遺伝子群の発現や転写量が、
実際の伝達効率にどのような影響を与えるかという知見は非常に少なく、環境でのプラスミドの
挙動を理解する上で重要な知見といえる。 
 本研究の成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有す
ることを示しており、井上慧氏提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
